コンクリート工事施工計画・施工結果報告書記入要領

（本報告書の記載にあたり下記の事項を参考に記入して下さい。）

【第１面】

　　工事関係者住所・氏名欄
　　　建築主　　　　　　：建築主が法人の場合は、会社名と代表者名を記入して下さい。

　　　住　所　　　　　　：建築主の住所及び電話番号を記入して下さい。

　　　工事監理者　　　　：建築主から依頼を受けた当該建築物の工事監理者の資格・氏名・印

　　　工事施工者　　　　：当該建築物の施工者の建設業の許可番号、住所及び氏名（企業名、代表者等）を記入して下さい。

　　　設計者　　　　　　：建築確認申請書又は計画通知書に記載されている設計者を記入して下さい。

　　コンクリート
　　　圧送従事者　　　　：登録番号と会社名及び住所を記入して下さい。

　　　圧送・配置計画　　：コンクリート圧送設備の配置計画を含むコンクリート打設計画を工事監理者が承認した日付を記入して下さい。（　　）内には承認した計画等を記入して下さい。（例、ポンプと打設面の関係、ポンプ、ミキサー車等の配置計画）

　　　　　　　　　　　　　同一打込み区画に、２つ以上の工場のコンクリートが打込まれないように注意して下さい。

　　　設計かぶり厚さ　　：工事で施工する部位の最小かぶり厚さを記入して下さい。

　　　セメント　　　　　：コンクリートの配合計画書に基づいて各項目を記入して下さい。
	種　　類
	種　　別

	ポルトランドセメント
	普通・早強・超早強・中庸熱・低熱・耐硫酸塩

	高炉セメント
	A種、B種、C種

	シリカセメント
	A種、B種、C種

	フライアッシュセメント
	A種、B種、C種

	エコセメント
	普通、速硬


　　　　　　　　　※エコセメントを使用した場合は、建築基準法第37条第２号及び建設省告示1446号に従い性能評価機関の技術評定を受け、かつ、国土交通大臣の認定を取得した上で、それを証する書類の写しを提出して下さい。

　　　使用材料　　　　　：コンクリート調合計画書に基づいて各項目を記入して下さい。

【第２面】

　　コンクリートの続き
　　　調合計画　　　　　：建築物全体のコンクリート調合計画を工程別に記入して下さい。打設時期は、予定される年月日を記入して下さい。

　　　打込計画　　　　　：建築物全体の打込計画を調合計画番号ごとに記入して下さい。打込方法については、打込方法で採用した方法名を記入して下さい。

　　鉄筋の継手の試験結果
　　　ガス圧接取検査　　：採用した検査に印を付けて下さい。

　　コンクリートの劣化対策
　　　劣化対策　　　　　：該当する項目に印を付けて下さい。

※　記入例をご参照下さい。

コンクリート工事施工計画報告書（中間検査添付用）

建　築　主　事　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　令和　　　年　　　月　　　　日　

	報告書
	建　築　主
	氏名

　　　　　　　　　　　　　　　印
	住所
	　　　　　　　　　　電話

	
	工事監理者
	（　　　）　級建築士　　（　　　）登録　　　第　　　　　　　　　　　　号

氏名　　　　　　　　　　　　　　印　　　事務所名

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

	
	施　工　者
	会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

建設業の許可（　大臣　・　知事　）　登録　第　　　　　　　　　　　　　号

住所

	設　計　者
	（　　　）級建築士　　（　　　）登録　第　　　　　　　　　　　　　　　号

氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　　事務所名

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

	建 築 工 事 名 称
	

	建　築　場　所
	

	確     認
	確認年月日　令和　　　年　　　月　　　日　　　　確認番号　第　　　　　　　　　　　号　　

	建築物の概要
	敷地

面積
	　　　　　　　　　㎡
	建築

面積
	　㎡
	延べ

面積
	　㎡

	
	階数
	地上　　　階

地下　　　階
	主要

用途
	
	構造
	

	圧送従事者
	氏名

研修機関（　　　　　　　　　　　　　）

登録番号（　　　　　　　　　　　　　）
	会社名
及び住所
	

	圧送・配置計画
	検討・了承済（　　　年　　　月　　　日　）　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	設計かぶり
厚さの最小値

　（　cm　）　
	部位
	土に接しない部分
	土に接する部分

	
	柱
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	屋根板
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	床板
	下端
	
	上端
	
	

	
	はり
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	耐力壁
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	非耐力壁
	屋外
	
	屋内
	
	

	使用材料
	セメント
	品名・(種別)・製造工場
	混和材料
	品名・(種別)
	コンクリート

レデートミクスト
	製造会社・工場名及びJIS認証番号


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	認証日
	工場現場までの距離・所要時間

	
	
	
	
	
	
	
	ｋｍ　　　　分

	
	
	
	
	
	
	認証の範囲
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	細骨材
	産地・(種別)
	塩分(％)
	洗い試験によって失われる量(％)
	粘土塊量(％)
	アルカリ骨材反応

試験方法　判定
	粗骨材
	最大

産地・(種別)・寸法

　　　(mm)
	粘土塊量(％)
	アルカリ
骨材反応

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	調　合　計　画
	番号
	打設部位
	打設時期
	コンクリートの種類
	設計基準

強　　度

(N/m㎡)
	品質基準

強　　度

(N/m㎡)
	呼び強度
	スラ
ンプ
　(cm)　
	空気量

（％）
	水セメント比

(%)
	単位水量

(kg/㎥)
	細骨材率(%)

	
	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	４
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	５
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	６
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	７
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	打　込　計　画
	調合計画番号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込箇所
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込年月日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込容積(㎥)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込方法
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	予定試験回数
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	養生方法
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ガス圧接
	ガス圧接継手抜取検査
	試験方法　(　　　)　超音波損傷法,　(　　　)超音波・引張併用 （　　　）引張試験

	
	抜取率
	

	コンクリート劣化対策
	塩化物の量の予測
	塩害対策（有・無）
	受付

	
	(　　　) 0.30kg/㎥以下

(　　　) 0.30kg/㎥を超え0.60kg/㎥以下

(　　　) 0.60kg/㎥を超える

(　　　) その他　(　　　　　　　)
	(　) 調　合　  (　W／C　％、スランプ)

(　) 防錆剤　(　　　　　　　　　　　　)

(　) 床下端の鉄筋かぶり厚さ

(　) その他　(　　　　　　　　　　　　)
	

	
	塩害の要因（有・無）
	混和剤
	アルカリ骨材反応対策（有・無）
	

	
	(　　　)　海　砂

(　　　)　練り混ぜ水

(　　　)　その他　(　　　)
	塩　 分　 量　合　・　否

全アルカリ量　合　・　否
	（　）無害骨材の使用　　
（　）低アルカリ形セメント
（　）アルカリ総量　　㎏/㎥
（　）混合セメントの使用
	


注1) 該当する建築物が複数ある場合及びコンクリートプラントが複数ある場合は、工場ごとに作成する。

注2) 記事内容を変更する場合は速やかに届け出ること。

注3) 工事開始前に指定試験所で行った海砂を含む砂の塩分、山砂を含む砂の洗い、及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験の試験結果報告書を別に添付し、この欄にはその値を記入。

注4) この報告書とともにコンクリート調合計画書も持参する。

コンクリート工事施工結果報告書

建　築　主　事　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　令和　　　年　　　月　　　　日　

	報告書
	建　築　主
	氏名

　　　　　　　　　　　　　　　印
	住所
	　　　　　　　　　　電話

	
	工事監理者
	（　　　）　級建築士　　（　　　）登録　　　第　　　　　　　　　　　　号

氏名　　　　　　　　　　　　　　印　　　事務所名

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

	
	施　工　者
	会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

建設業の許可（　大臣　・　知事　）　登録　第　　　　　　　　　　　　　号

住所

	設　計　者
	（　　　）級建築士　　（　　　）登録　第　　　　　　　　　　　　　　　号

氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　　　事務所名

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

	建 築 工 事 名 称
	

	建　築　場　所
	

	確     認
	確認年月日　令和　　　年　　　月　　　日　　　　確認番号　第　　　　　　　　　　　号　　

	建築物の概要
	敷地

面積
	　　　　　　　　　㎡
	建築

面積
	　㎡
	延べ

面積
	　㎡

	
	階数
	地上　　　階

地下　　　階
	主要

用途
	
	構造
	

	圧送従事者
	氏名

研修機関（　　　　　　　　　　　　　）

登録番号（　　　　　　　　　　　　　）
	会社名
及び住所
	

	圧送・配置計画
	検討・了承済（　　　年　　　月　　　日　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ポンプと打設面との関係、ポンプ、ミキサー車など）

	設計かぶり
厚さの最小値

　（　cm　）　
	部位
	土に接しない部分
	土に接する部分

	
	柱
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	屋根板
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	床板
	下端
	
	上端
	
	

	
	はり
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	耐力壁
	屋外
	
	屋内
	
	

	
	非耐力壁
	屋外
	
	屋内
	
	

	使用
材
料
	変更の有無
	無
	有
	変更の場合は、変更前・変更後を並記すること

	
	セメント
	品名・(種別)・製造工場
	混和
材料
	品名・(種別)
	コンクリート

レデートミクスト
	製造会社・工場名及びJIS認証番号

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	認証日
	工場現場までの距離・所要時間

	
	
	
	
	
	
	
	ｋｍ　　　　分

	
	
	
	
	
	
	認証の範囲
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	細骨材
	産地・(種別)
	塩分(％)
	洗い試験によって失われる量(％)
	粘土塊量(％)
	アルカリ骨材反応

試験方法　判定
	粗骨材
	産地・(種別)・最大寸法　　(mm)
	粘土塊量(％)
	アルカリ
骨材反応

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	打　　込　　結　　果
	調合計画番号
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込箇所
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	打込年月日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	コンクリートの種類
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	設計基準強度(N/m㎡)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	品質基準強度(N/m㎡)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	呼び強度
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	スランプ（ｃｍ）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	空気量　（％）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	温　度　（℃）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3)塩化物測定結果(kg/㎥)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	使用塩化物測定器
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	供試験体養生方法(現水標準)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	圧縮強度試験所名称
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	4）

構造体コンクリートの圧縮強度試験

　　　(N/m㎡)
	７日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	28日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ガス圧接
	ガス圧接継手抜取検査
試験方法
検査結果
(左：抜取検査　右：外観検査)
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	考　　　察
	強度試験結果について
	塩化物量測定結果について
	ガス圧接継手について
	受付

	
	
	
	
	

	
	アルカリ骨材反応対策について
	運搬・打込作業状況について
	

	
	
	
	

	
	打接後のコンクリート養生について
	その他（骨材の品質、不具合の処理等）
	

	
	
	
	


注１）この報告とともにコンクリート工事関係の報告書等（構造体コンクリートの圧縮強度試験結果報告書、ミルシート、圧接部試験結果報告書、その他）を持参すること。

注２）工事期間中に指定試験所で行った海砂を含む砂の塩分、山砂を含む砂の洗い、及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験の試験結果報告書を別に添付し、この欄には最大値を記入。

注３）工事期間中に行った塩化物量測定の測定結果報告書を別に添付し、この欄には最大値を記入。

注４）工事期間中に指定試験所で行った圧縮強度試験（昭５６建告第１１０２号）の試験結果報告書を別に添付し、この欄には平均値を記入。


コンクリート工事施工計画報告書

○　○　建　築　主　事　　　　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　　　平成20年○月×日　

	報告書
	建　築　主
	盛岡　　太郎　　　　　　　㊞　　　　
	住所
	○○市○○町１－２

　　　　　　　　電話　０１２３－４５－６７８９

	
	工事監理者
	（１）級建築士　　（大臣）登録第１２３４５号

氏名　東　一郎　　　　　　　　㊞　　　　事務所名　　㈱××設計事務所

住所　△△市××町１－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　０１２３－４５－６７８９

	
	施　工　者
	会社名　　㈱△△建設　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　建場　太郎　　　　　㊞

建設業の許可（　大臣　・　知事　）　登録　第１２１２号

住所　××市○○町２－１

	設　計　者
	（１）級建築士　　（大臣）登録第１２３４５号

氏名　南　一郎　　　　　　　　㊞　　　　事務所名　　㈱××設計事務所

住所　○○市××町２－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　０１２３－４５－６７８９

	建 築 工 事 名 称
	　○○ビル新築工事

	建　築　場　所
	　○○市△△町３－４

	確                    認
	確認年月日　平成１３年　３月　１日　　　　　　　　確認番号　第１２３５６　号　　

	建築物の概要
	敷地面積
	3,456.78㎡
	建築面積
	456.78㎡
	延べ面積
	2,345.67　㎡

	
	階数
	地上　６　階

地下　０　階
	主要用途
	事務所
	構造
	RC造

	圧送従事者
	研修・検定機関（日総験）

登録番号　　（B87－1234）　　東南　五郎
	会社名
及び住所
	○○建設㈱××市△△町９－８

　　　　　電話　０１２３－４５－６７８９

	圧送・配置計画
	検討・承認済（　１３年　３月　１０日　）（ポンプと打設面との関係、ポンプ、ミキサー車など）

	かぶり

厚さの最小値
　（　cm　）　
	部位
	土に接しない部分
	土に接する部分

	
	柱
	屋外
	５
	屋内
	４
	５

	
	屋根板
	屋外
	５
	屋内
	３
	―

	
	床板
	下端
	４
	上端
	３
	５

	
	はり
	屋外
	５
	屋内
	４
	　　　　　５（基礎７）

	
	耐力壁
	屋外
	５
	屋内
	４
	５

	
	非耐力壁
	屋外
	４
	屋内
	３
	―

	使用材料
	　　　セメント
	品名・(種別)・製造工場
	混和材料
	品名・(種別)
	コンクリート

レデートミクスト
	製造会社・工場名及びJIS認証番号

	
	
	
	
	
	
	○○生コン○○工場　123456

	
	
	○○セメント（普通）○○工場

△△セメント（普通）△△工場
	
	○○（AE減水剤）

△△（流動化剤）
	
	認証日
	工場現場までの距離・時間

	
	
	
	
	
	
	平成20年

□月○日
	８０分

	
	
	
	
	
	
	認証の範囲
	

	
	
	
	
	
	
	普通、舗装
	

	
	細骨材
	産地・(種別)
	塩分

(％)
	洗い試験によって失われる量(％)
	粘土塊量(％)
	アルカリ骨材反応試験方法

判　定
	粗骨材
	最大

産地・(種別)・寸法

　　　(mm)
	粘土塊量(％)
	アルカリ

骨材反応

	
	
	○○（海砂）

△△（山砂）

××（砕石）
	0・015

―

―
	―

0.42

―
	0.12

0.36

0.24
	モルタルバー法 eq \o\ac(○,合)・否
	
	○○（砕石）　２０

△△（山砂利）２０
	0.05

0.10
	化学法

 eq \o\ac(○,合)・否



	調　合　計　画
	番号
	打設部位
	打設時期
	コンク

リート

の種類
	設計基準強度

(N/m㎡)
	品質基準強度

(N/m㎡)
	呼び強度
	スラ
ンプ
(cm)
	空気量

（％）
	ｗ／C

(%)
	単位水量

(kg/㎥)
	細骨材率(%)

	
	１
	杭
	H13.5.21

～H13.6.16
	普通
	21
	24
	24
	18
	4.5
	60
	179
	45.6

	
	２
	基礎
	H13.7.1
	普通

(流動化)
	〃
	〃
	24
	〃
	〃
	52
	173
	45.3

	
	３
	１F
	H13.8.20
	普通
	〃
	〃
	24
	〃
	〃
	52
	180
	46.1

	
	４
	２F
	H13.9.20
	〃
	〃
	〃
	24
	〃
	〃
	55
	179
	46.8

	
	５
	３F
	H13.10.20
	〃
	〃
	〃
	27
	〃
	〃
	57
	179
	47.3

	
	６
	４F～P.H
	H13.11.10

～H14.1.10
	〃
	〃
	〃
	30
	〃
	〃
	60
	179
	47.7

	打　込　計　画
	調合計画番号
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	６
	６
	６
	
	

	
	打込箇所
	杭
	基礎
	１F
	２F
	３F
	４F
	５F
	６F
	PH
	
	

	
	打込年月日
	H13.5.21　
～H13.6.10
	H13.8.1
	H13.8.20
	H13.9.20
	H13.10.20
	H13.11.10
	H13.12.10
	H14.1.10
	H14.2.10
	
	

	
	打込容積(㎥)
	２４０
	１６０
	２００
	２００
	１９５
	１６５
	１４０
	８０
	２０
	
	

	
	打込方法
	トレミー管
	ポンプ
	〃
	〃
	〃
	〃
	〃
	〃
	〃
	
	

	
	予定試験回数
	８
	２
	２
	２
	２
	２
	１
	１
	１
	
	

	
	養生方法
	
	
	シート
	〃
	〃
	〃
	〃
	散水
	〃
	
	

	ガス圧接
	ガス圧接継手抜取検査試験方法
	（○）引張試験方法　(　)超音波損傷法,　(　) 引張・超音波併用 

	
	抜取率
	同一作業班が同一日に施工した箇所ごとに１回行い、１回の試験は３本以上

	　　コンクリート劣化対策
	塩化物の量の予測
	塩害対策（有・無）
	受付

	
	(○) 0.30kg/㎥以下

(　) 0.30kg/㎥を超え0.60kg/㎥以下

(　) 0.60kg/㎥を超える

(　) その他　(　　　　　　　)
	(　)調　合　(　W／C　％、スランプ　ｃｍ)

(　)防錆剤　(　　　　　　　　　　　　　　)

(　)床下端の鉄筋かぶり厚さ３ｃｍ

(　)その他　(　　　　　　　　　　　　　　)
	

	
	塩害の要因（有・無）
	混和剤
	アルカリ骨材反応対策（有・無）
	

	
	(　○　)　海　砂

(　　　)　練り混ぜ水

(　　　)　その他　(　　　)
	塩分量　　　合・否

全アルカリ量　合・否
	( ○ )　無害骨材の使用　　　　　
( 　 )　低アルカリ形セメントの使用
( 　 )　アルカリ総量kg/㎥　　　　
( 　 )　混合セメントの使用　　　
	


当する建築物が複数ある場合及びコンクリートプラントが複数ある場合は、工場ごとに作成する。

注1） 事内容を変更する場合は速やかに届け出ること。

注2） 工事開始前に指定試験所で行った海砂を含む砂の塩分、山砂を含む砂の洗い、及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験の試験結果報告書を別に添付し、この欄にはその値を記入。

注3） この報告書とともにコンクリート調合計画書も持参する。

コンクリート工事施工結果報告書

○　○　建　築　主　事　　　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出日　　平成20年　□月　△日　

	報告書
	建　築　主
	盛岡　　太郎　　　　　　　㊞
	住所
	○○市○○町１－２

　　　　　　　　電話　０１２３－４５－６７８９

	
	工事監理者
	（１）級建築士　　（大臣）登録第　１２３４５号

氏名　　　東　　一郎　　　　㊞　　　　　　事務所名　㈱××設計事務所

住所　　　△△市××町１－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　０１２３－４５－６７８９

	
	施　工　者
	会社名　㈱△△建設　　　　　　　代表者　　　　建設　　太郎　　　　　　㊞

建設業の許可（　大臣　・　知事　）　登録　第　１２１２号

住所　××市○○町２－１

	設　計　者
	（１）級建築士　　（大臣）登録第１２３４５号

氏名　南　三郎　　　　　　　　㊞　　　　事務所名　　㈱××設計事務所

住所　○○市××町２－３　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話　０１２３－４５－６７８９

	建 築 工 事 名 称
	　○○ビル新築工事

	建　築　場　所
	　○○市△△町３－４

	確        認
	確認年月日　平成１２年　８月　１日　　　　　　　　確認番号　第１２３５６　号　　

	建築物の概要
	敷地面積
	3,456.78㎡
	建築面積
	456.78㎡
	延べ面積
	2345.67　㎡

	
	階数
	地上６階　地下０階
	主要用途
	事務所
	構造
	RC造

	計画報告書
	提　出　済
	提　出　日　　（平成20年　×月×日）　　　
	未　提　出

	圧送従事者
	変更の有無
	無
	有
	変更有の場合は、変更前、変更後を併記すること。

	
	研修・検定機関（日総験）

登録番号　　（B87－1234）　東南　五郎
	会社名
及び住所
	○○建設㈱××市△△町９－８

　　　　　電話　０１２３－４５－６７８９

	圧送・配置計画
	

	＜配筋検査＞
かぶり厚さの
最小値（cm）
	部位
	土に接しない部分
	土に接する部分

	
	柱
	屋外
	５
	屋内
	４
	５

	
	屋根板
	屋外
	４
	屋内
	３
	―

	
	床板
	下端
	４
	上端
	３
	５

	
	はり
	屋外
	５
	屋内
	４
	　　　　　５（基礎７）

	
	耐力壁
	屋外
	５
	屋内
	４
	５

	
	非耐力壁
	屋外
	４
	屋内
	３
	―

	　　　　　

使用材料
	変更の有無
	無
	有
	変更有の場合は、変更前・変更後を併記すること

	
	セメント
	品名・(種別)・製造工場
	混和材料
	品名・(種別)
	コンクリート

レデートミクスト
	製造会社・工場名及び認証番号

	
	
	○○セメント（普通）○○工場

△△セメント（普通）△△工場

→××セメント(早強)××工場
	
	○○（AE減水剤）
→××(AE減水剤)
△△（流動化剤）
	
	変更なし

	
	
	
	
	
	
	認証日
	工場現場までの距離・時間

	
	
	
	
	
	
	変更なし
	変更なし

	
	
	
	
	
	
	認証の範囲
	

	
	
	
	
	
	
	変更なし
	

	
	2)

細骨材
	産地・(種別)
	塩分(％)
	洗い試験によって失われる量(％)
	粘土塊量(％)
	アルカリ骨材反応

試験方法　判定
	2)

粗骨材
	最大

産地・(種別)・寸法

　　　(mm)
	粘土塊量(％)
	アルカリ
骨材反応

	
	
	○○（海砂）

△△（山砂）

××（砕石）
	0.022―

―
	―

0.06

―
	0.24

0.40

0.30
	モルタルバー法合・否
	
	○○（砕石）　２０

△△（山砂利）２０
	0.10

0.14
	化学法

合・否


	打　　込　　結　　果
	調合計画番号
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	６
	６
	６

	
	打込箇所
	杭
	基礎
	１F
	２F
	３F
	４F
	５F
	６F
	PH

	
	打込年月日
	12.

9.24
	12.

11.3
	12.

11.22
	12.

12.21
	13.

1.22
	13.

2.11
	13.3.11
	13.

4.12
	13.

5.12

	
	コンクリートの種類
	普通
	普通

(流動化)
	普通
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	早強

	
	設計基準強度(N/m㎡)
	２１
	２１
	２１
	２１
	２１
	２１
	２１
	２１
	２１

	
	品質基準強度(N/m㎡)
	２４
	２４
	２４
	２４
	２４
	２４
	２４
	２４
	２４

	
	呼び強度
	２４
	２７
	２７
	３０
	３０
	３０
	３０
	２７
	２７

	
	スランプ（ ｃｍ ）
	17.0
	18.5
	18.5
	19.0
	19.0
	18.0
	18.5
	19.5
	19.0

	
	空気量（ ％ ）
	4.4
	4.2
	4.3
	4.1
	3.9
	4.0
	4.1
	4.2
	4.5

	
	温度（ ℃ ）
	１６
	１４
	１３
	１２
	１０
	１１
	１３
	１６
	２１

	
	3)塩化物測定結果
(kg/㎥)
	0.09
	0.11
	0.08
	0.10
	0.12
	0.15
	0.10
	0.09
	0.11

	
	使用塩化物測定器
	カンタブ

試験紙
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	供試験体養生方法
(現水／標準)
	標準
	現水
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	圧縮強度試験所名称
	財団法人　日本建築総合試験所

	
	4）

圧縮強度

　　(N/m㎡)
	７日
	１６５
	１８５
	１９２
	１７８
	１６９
	１６９
	１７３
	１６５
	１６０

	
	
	28日
	２７０
	２９０
	２８９
	２７５
	２６５
	２６７
	２６２
	２６４
	２６５

	
	
	　日
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ガス圧接
	ガス圧接継手抜取検査
試験方法　検査結果
(左：抜取検査　右：外観検査)
	
	引張
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左
	同左

	
	
	
	
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合
	合

	考　　　察
	強度試験結果について
	塩化物量測定結果について
	ガス圧接継手について
	受付

	
	圧縮強度は品質基準を上まわった
	0.30kg/㎥以下であった
	母材強度以上であった
	

	
	アルカリ骨材反応対策について
	運搬・打込作業状況について
	

	
	骨材試験結果報告書で無塩骨材であることを確認した
	“JASS5”に基づき良好に運搬・打込
をおこなった　　　　　　　　　　　
	

	
	打設後のコンクリート養生について
	その他（骨材の品質、不具合の処理等）
	

	
	打設後、散水、シート養生を行うことにより強度発現に留意した
	
	



注１）この報告とともにコンクリート工事関係の報告書等（構造体コンクリートの圧縮強度試験結果報告書、ミルシート、圧縮部試験結果報告書、その他）を持参すること

注２）工事期間中に指定試験所で行った海砂を含む砂の塩分、山砂を含む砂の洗い、及び砂・砂利・砕砂・砕石の粘土塊量試験の試験結果報告書を別に添付し、この欄には最大値を記入。

注３）工事期間中に行った塩化物量測定の測定結果報告書を別に添付し、この欄には最大値を記入。

注４）工事期間中に指定試験所で行った圧縮強度試験（昭56建告第1102号）の試験結果報告書を別に添付し、この欄には平均値を記入。
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